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調査概要
1.調査目的

タブレット端末の「学校での活用」「家庭での活用」に加え、「情報モラル意識」等について尋ねることで活用状況

を把握し、今後の活用推進に生かすため。

2.調査設計

（１）調査方法・対象：

①小学校低学年 ②小学校中高学年 ③中学生 ④教員（小学校） ⑤教員（中学校）

調査
対象

小学校１～２年生 小学校３～６年生 中学校１～３年生 小学校で授業を担当し
ている教員

中学校で授業を担当
している教員

調査
方法

・Microsoftフォームでアンケートを５種類作成
・タブレット端末にアイコンを配信

回答
結果

9,085人(７０．８％)
※R6

8,181人（６３．４％）

18,449人(６８．９％)
※R6

16,982人（６２．８％）

13,818人(７０．６％)
※R6

12,773人（６５．２％）

1,573人(６０．７％)
※R6

1,292人（６０．６％）

９２３人(６４．１％)
※R6
７３７人（６１．０％）

（２）期間：令和７年（２０２５年）１２月１５日（月）～令和８年（２０２６年）１月９日（金）

3.備考

・新しいタブレット端末になって初めてのアンケート。

・タブレット端末導入のメリットだけではなく、デメリットを問う設問の設定をした。

・タブレット端末導入前から授業をしている教員に対する設問を設定した。

・回答に自由記述を設定した。

・学校のタブレット端末だけではなく、家庭の端末についても問う設問の設定をした。 ２



ー 参考資料 ー

↑「タブレットびらき」動画

↑リーフレット【児童・生徒編】
３



熊本市タブレットの約束への意識 （端末への意識）

小３～６年 n=18,449小１～２年生 n=9,085 中学生  n=13,818

そう思う

３９％
とてもそう思う

５２％

あまりそう思わない

６％

そう思わない

２％

そう思う

５３％

とてもそう思う

４０％ そう思う

５０％

とてもそう思う

４６％

あまりそう思わない

６％

あまりそう思わない

３％

そう思わない

１％
そう思わない

１％

小学校教員 n=1,573 中学校教員 n=９２３

ｸﾗｽの80％以上

３３％

ｸﾗｽの６0％程度

４９％

ｸﾗｽの30％程度

１５％

ｸﾗｽの10％以下

３％

ｸﾗｽの６0％程度

４８％

ｸﾗｽの80％以上

２４％
ｸﾗｽの30％程度

２４％

ｸﾗｽの10％以下

３％

子教

４

Q. タブレット端末を「学びを深め、生活を豊かにすること」につなげられていますか



熊本市タブレットの約束への意識 （端末への意識）

小３～６年 n=18,449小１～２年生 n=9,085 中学生  n=13,818

そう思う

３９％
とてもそう思う

５２％

あまりそう思わない

６％

そう思わない

２％

そう思う

４０％
とてもそう思う

５３％
そう思う

４６％
とてもそう思う

５０％

あまりそう思わない

６％

あまりそう思わない

３％
そう思わない

１％

小学校教員 n=1,573 中学校教員 n=９２３

ｸﾗｽの80％以上

３９％

ｸﾗｽの６0％程度

４５％

ｸﾗｽの30％程度

１３％

ｸﾗｽの10％以下

４％

ｸﾗｽの６0％程度

５２％

ｸﾗｽの80％以上

２０％ｸﾗｽの30％程度

２４％

ｸﾗｽの10％以下

５％

５

子教

Q. タブレット端末を「自分のことも、相手のことも大切にした使い方」につなげられていますか



177

429

561

1,008

158

119

27

17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教員（中）

教員（小）

回答数

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

授業改善への寄与 （端末への意識）

授業改善に寄与している ９１．４％（1,437人）

授業改善に寄与している ８０．０％（７３８人）

教

６

Q. タブレット端末は、授業改善に寄与していると思いますか



授業での活用場面（学校での活用） ※複数回答可

30.8%

43.4%

50.0%

34.4%

55.5%

55.1%

34.4%

70.7%

77.2%

37.5%

38.9%

37.3%

26.9%

31.5%

30.3%

55.2%

63.5%

70.7%

75.5%

77.9%

36.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１～２年生

（n=9,085）

３～６年生

（n=18,449）

中学生

（n=13,818）

これから学習する内容を、先生と確認したり、見通しを持ったりするとき これから学習したいことを、みんなで考えたり、自分で決めたりするとき 学習した内容を、ふりかえって書くとき

これまでの学習内容やふりかえりを読み返して考えるとき 対話で、自分のメモとして使うとき 対話で、タブレットを見せながら説明するとき

自分でドリル（ドリルパークなど）をするとき その他

めあて・見通し

ふりかえり

対 話

ドリル

ドリル

ドリル

単元計画の確認

めあてをたてる

ふりかえりを書く
ふりかえりを読み返す

メモとして使う

タブレットを見せながら説明する

ドリルを行う

めあて・見通し

ふりかえり

ふりかえり

対 話

対 話

めあて・見通し

７

子



授業での活用場面（学校での活用） ※複数回答可

42.0%

42.7%

44.3%

43.4%

77.9%

68.4%

51.6%

36.9%

44.3%

31.4%

48.6%

44.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学校教員

（n=1,573）

中学校教員

（n=923）

児童・生徒が、単元（題材）全体や本時の見通しをもって学べるように 児童・生徒が、単元（題材）や本時を通して身に付ける力が何かを理解できるように

児童・生徒が、学習内容・学習方法などについて、振り返ることができるように 児童・生徒が、単元（題材）を通して自分の成長や変化に気づくような振り返りを積み重ねられるように

児童・生徒が、目的をもって対話できるように 児童・生徒が、対話を通して、見方や考え方を広げたり深めたりできるように

めあて・見通し

ふりかえり

対 話

めあて・見通し

ふりかえり

対 話

単元計画などの確認

単元で身に付ける力の確認

学習内容・方法について振り返る

振り返りを積み重ねる

目的をもった対話

対話を通して見方・考え方を広げ深める

８

教



活用の効力感

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる

楽しみながら学習を進めることができる

画像や動画、音声を活用することで、学習内容がよくわかる

50.6%

51.1%

41.5%

42.1%

6.8%

5.9%

1.2%

1.0%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

自分の考えや意見をわかりやすく伝えることができる

友達と協力しながら学習を進めることができる

友達と考えを共有したり、比べたりしやすくなる

66.3%

57.2%

28.0%

31.3%

4.8%

7.4%

1.0%

4.0%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

58.5%

55.6%

34.0%

37.0%

6.3%

6.1%

1.2%

1.2%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

41.7%

49.6%

44.2%

41.4%

11.5%

7.1%

2.6%

1.9%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

51.9%

47.2%

38.7%

43.4%

7.8%

7.4%

1.6%

1.9%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

52.3%

49.7%

38.4%

41.3%

7.8%

6.9%

1.5%

2.1%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

57.3%

49.9%

34.3%

38.0%

6.7%

8.3%

1.7%

3.8%

小学校

中学校

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

子

９

Q. タブレット端末を活用することで、
次のどのようなことがあてはまりますか



活用の効力感

小学校教員 n=1,573

１位

 ・楽しみながら学習を進める（９２．２％）
２位

 ・画像、動画、音声などを活用することで、
学習内容がよくわかる（８９．０％）
３位

 ・考えや意見をわかりやすく伝えられる
（８２．８％）

中学校教員 n=９２３

①

②

③

②

①

③

１位

 ・すぐ調べることができる （８８．７％）
２位

 ・楽しみながら学習を進める（８４．１％）
３位

 ・画像、動画、音声などを活用することで、
学習内容がよくわかる （８３．６％）

※クラスの半数以上ができていると感じている割合

※クラスの半数以上ができていると感じている割合

※クラスの半数以上ができていると感じている割合

※クラスの半数以上ができていると感じている割合

80.5%

74.3%

92.2%

89.0%

82.8%

82.4%

71.1%

67.1%

88.7%

84.1%

83.6%

79.0%

78.4%

76.3%

教

10

Q. タブレット端末があって良かったことを教えてください



端末が導入されて感じる児童生徒の変化 【自由記述～良かった点～】 （端末への意識）

104

85

40

20

20

19

14

29

10

0 20 40 60 80 100

共有・交流・発表

提示・視覚化で理解促進

校務・教員間連絡の効率化

児童の意欲・楽しさ・主体性

プログラミング／創作の幅

時間短縮・効率化

オンライン・欠席／不登校対応

振り返り・見通し・思考の深化

アクセシビリティ/学習支援

73

51

47

3

2

12

29

11

7

0 20 40 60 80 100

共有・交流・発表

提示・視覚化で理解促進

校務・教員間連絡の効率化

児童の意欲・楽しさ・主体性

プログラミング／創作の幅

時間短縮・効率化

オンライン・欠席／不登校対応

振り返り・見通し・思考の深化

アクセシビリティ/学習支援

教

回答記述内容項目（小学校教員） n=３４１/1,573 回答記述内容項目（中学校教員） n=235/923

11



学校のある日（平日）、学校のタブレットをどのくらい使っていますか

学校のない日（休日）、学校のタブレットをどのくらい使っていますか

61.2% 31.0% 4.7%

1.4%

0.5%

1.2%

58.4% 34.8%

68.4% 24.6%

4.2%

4.2%

1.0%

0.4%

1.1%
1.0%

0.4%

1.3%

71.1%

72.7%

78.6%

21.0%

21.2%

15.8%

4.9%

3.5%

2.8%

1.1%

0.6%

1.3%
0.9%

0.5%

1.2%
1.0%

0.5%

1.3%

小学1～2年生 n＝9,085

小学1～2年生 n＝9,085

12

学校用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子



学校のある日（平日）、学校のタブレットをどの程度使っていますか

学校のない日（休日）、学校のタブレットをどの程度使っていますか

36.4%

42.6%

52.7%

46.4%

50.1%

36.6%

8.7%

11.0%

8.2%

1.8%

0.4%

0.3%

1.6%

0.4%

0.4%

1.6%

0.4%

0.5%

64.3%

63.9%

70.6%

27.7%

29.3%

21.4%

5.8%

5.1%

5.5%

1.3%

0.4%

0.5%
0.9%

0.3%

0.4%
1.4%

0.5%

0.6%

小学3～6年生 n＝18,449

小学3～6年生 n＝18,449

13

学校用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子



学校のある日（平日）、学校のタブレットをどの程度使っていますか

学校のない日（休日）、学校のタブレットをどの程度使っていますか

78.6%

31.8%

71.4%

17.3%

52.2%

21.5%

3.3%

14.0%

5.8%

0.5%

0.1%

0.2%
1.5%

0.2%

0.2%
1.0%

0.1%

0.3%

1.9%

88.7%

60.5%

84.8%

8.6%

30.4%

10.3%

7.6%

5.5%

0.4%

0.1%

0.2%
1.0%

0.2%

0.3%
1.4%

0.5%

0.6%

中学生n＝13,128

14

学校用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子

中学生n＝13,128



自分で使える端末がある

６９％
自分で使える端末がある

８３％
自分で使える端末がある

９５％

小学1～2年生 n＝9,085 小学3～6年生 n＝18,449 中学生  n＝13,818

持っている 

65%

おうちの人と

一緒に使える

ものがある 

18%

持って

いない 

17%

もっている 

47%

おうちのひとといっしょに

つかえるものがある 

22%

もっていない 

31%

家庭用端末の所持率 （端末の取扱い）

持っている

90%

おうちの方と

一緒に使える

ものがある 

5%

持っていない 5%

子

15

Q. 学校のタブレット以外に、自分が使えるスマホやタブレットやパソコンなどをもっていますか



学校のある日（平日）、家のスマホやタブレット、パソコンどのくらい使っていますか

学校のない日（休日）、家のスマホやタブレット、パソコンどのくらい使っていますか

34.5%

46.7%

56.9%

40.4%

32.0%

32.2%

4.1%

3.9%

4.5%

2.3%

3.3%

1.6%

0.9%

2.0%

15.0%

74.0% 17.8%

2.1%

1.6%

0.7%

2.0%

30.1%

44.0%

57.6%

37.7%

30.5%

30.9%

4.6%

4.0%

5.5%

3.3%

5.3%

1.8%
1.2%

1.6%

18.2%

6.2%

73.5% 17.8%

4.2%

2.3%

1.0%
2.2%

11.8%
3.2%

6.4%

14.2%
2.5%

16

家庭用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子
小学1～2年生 n＝9,085

小学1～2年生 n＝9,085



学校のある日（平日）、家のスマホやタブレット、パソコンどの程度使っていますか

学校のない日（休日）、家のスマホやタブレット、パソコンどの程度使っていますか

23.9%

22.4%

40.3%

34.3%

31.9%

46.2%

3.9%

6.6%

8.2%
3.1%

3.4%

2.3%

0.8%

1.1%

27.1%

67.1% 22.1%

10.0%

2.2%

0.9%

1.1%

18.9%

24.6%

41.5%

27.3%

27.2%

42.1%

7.3%

12.6%

5.7%

7.5%

3.1%

1.3%

1.8%

28.0%

10.2%

65.3% 21.3%

13.8%

2.8%

1.2%
2.0%

28.2% 3.5%

9.4%

19.2% 7.0% 8.2%
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家庭用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子
小学3～6年生 n＝18,449

小学3～6年生 n＝18,449



学校のある日（平日）、家のスマホやタブレット、パソコンどの程度使っていますか

学校のない日（休日）、家のスマホやタブレット、パソコンどの程度使っていますか

4.0%

3.0%

27.6%

27.2%

27.1%

32.8%

46.7%

52.1%

5.7%

8.6%

6.7%

2.1%

1.9%

3.1%

1.2%

1.0%

28.8%

15.6
%

68.2% 18.9%

13.4%

2.6%

0.7%

1.0%

25.0%

14.9%

29.6%

23.4%

39.0%

45.5%

5.0%

9.0%

4.6%

5.1%

4.7%

1.7%
1.9%

28.7%

16.6%

66.3% 17.6%

23.8%

3.9%

1.5%

1.8%

13.2%

8.7% 8.5%
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家庭用端末の使用内容と使用時間 （端末の取扱い） 子
中学生n＝13,128

中学生n＝13,128



小学1～2年生n＝9,085

小学3～6年生n＝18,449

中学生n＝13,818

【学習面】

１．操作が難しくて学習が進まない

２．タブレットがあると集中できない

【生活・健康面】

３．目や姿勢への負担を感じる

４．タブレットをついつい長時間使ってしまう

５．持ち運びが重い

【安全面】

６．パスワードや個人情報が流出しないか心配

７．トラブルやいやなことがあった

【環境面】

８．アプリの起動やログインに時間がかかる

９．タブレットのネットワークが遅い、フリーズした

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

学校用端末で困ったこと （端末への意識） ※複数回答可 子

小学3～6年生n＝15,313

中学生n＝13,128
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端末が導入されて感じる児童生徒の変化 （端末への意識）

小学校教員 n=1,573

している

6４%
(1,006人)

していない

3６%
(566人)

タブレット導入前から
授業をしていたか

１位

 目や姿勢への負担（４７．7％）
２位

 字を書く力（３５．６％）
３位

 オンオフの切り替え（３３．５％）

タブレットが導入されて感じる児童の変化

中学校教員 n=９２３

①

②

③

タブレット導入前から
授業をしていたか

している

6６%
(609人)

していない

3４%
(313人)

１位

 字を書く力（５１．２％）
２位

 目や姿勢への負担（４８．６％）
３位

 オンオフの切り替え（４０．０％）

②

①

③

タブレットが導入されて感じる生徒の変化

※クラスの半数以上に変化を感じている割合

35.6%

17.2%

17.7%

22.0%

47.7%

33.5%

14.2%

11.6%

51.2%

29.5%

31.0%

30.3%

48.6%

40.0%

16.5%

27.5%

※クラスの半数以上に変化を感じている割合

※クラスの半数以上に変化を感じている割合

※クラスの半数以上に変化を感じている割合

7５０人

５５９人

５２６人

４７２人

４４８人

３６９人

教
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端末が導入されて感じる児童生徒の変化 【自由記述～困った点～】 （端末への意識）

13

36

11

11

7

2

1

0

1

0

0 10 20 30 40 50

ルール・指導負担の増加

学びの質低下への懸念

健康・姿勢・目の負担

切り替え・集中の困難

家庭での課題

ネット／SNSトラブル

端末トラブル

発達段階に応じた配慮

コミュニケーション・社会性低下

情緒・行動コントロール

20

19

14

10

10

9

8

5

5

2

0 10 20 30 40 50

ルール・指導負担の増加

学びの質低下への懸念

健康・姿勢・目の負担

切り替え・集中の困難

家庭での課題

ネット／SNSトラブル

端末トラブル

発達段階に応じた配慮

コミュニケーション・社会性低下

情緒・行動コントロール

教

回答記述内容項目（小学校教員） n=１０２ /1,573 回答記述内容項目（中学校教員） n=８２/923
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今年度のアンケート回答の特徴

【児童生徒】

• 「楽しみながら学習できる」や「理解がしやすくなる」などの、タブレットを使うことで生まれる効力感や

有用性を感じている児童生徒は、７つの設問のいずれにおいても９割前後だった（資料9）

•家庭用端末での使用時間は、小学校中学年から「３時間以上」の利用が増える傾向にあった。（資料１６～１８）

• タブレットを使っているときの困りごととして、最も多かったのは、小中学校ともに「持ち運びが重い」

だった（資料１９）

【教員】

• タブレットが「授業改善に寄与している」と感じている教員は小中学校ともに８割を超えた（資料６）

• タブレットを活用することで、子どもたちが「楽しみながら学習できる」「理解がしやすくなる」と感じて

いる教員は、小中学校ともに８割を超えた（資料10）

• 児童生徒の「書く力の低下」や「目や姿勢への負担が増加」との回答が３～５割程度あった。（資料２０）

子教
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